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必履修科目は、「理科基礎｣、「理科総合Ａ｣、「理科総合Ｂ｣、「物理Ｉ」、「化学Ｉ」、「生

物Ｉ」及び「地学Ｉ」のうちから２科目（｢理科基礎｣、「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」

のうちからｌ科目以上を含むものとする｡）

中学校からの移行内容・新科目. 現科目の関連図

中学校からの移行内容 新科 現行
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この度の改訂においては、第15期中央教育審議会で科学技術の発展やエネルギー・環境

問題に対応した理科教育の重要性が指摘されたことを踏まえて､教育課程審議会答申では、

自然体験や日常生活との関連を図った学習及び自然環境と人間とのかかわりなどの学習を

一層重視すること、問題解決の能力や多面的、総合的な見方を培うことを重視して内容の

改善を図ることとして、「理科基礎｣、「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」の科目が新設さ

れた。理科教育を通して、自然を総合的にみる力や自然の事象を相互に関連付けて観察す

る力を育成することが求められている。

現行の「ＩＢを付した科目」、「Ⅱを付した科[1」のうち、より基本的な内容で構成し、

観察、実験、探究活動などを行い、基本的な概念や探究の方法を学習する科目として「Ｉ

を付した科目」を設けた。

「Ｉを付した科目」の特徴は、親しみやすく、雅本的な内容で構成し、観察、実験、探

究活動などを行い、基本的な概念や探究の方法を学習することである。また、生徒が幅広

く履修できるようにするとともに、探究的学習の推進を図ることとしている。

「Ⅱを付した科目」の特徴は、「Ｉを付した科目」を基礎として、発展的な概念や探究

の方法を学習することであり、「Ｉを付した科目」を履修した後に履修させるものである。

また、課題研究を位置付け問題解決の能力の育成を図るとともに、項目選択も可能とし、

興味・関心に応じた学習を行うこととしている。

２改訂の基本方針

教育課程審議会答IlIの理科の改善の視点を踏まえて、新学習指導要領は、探究的な活動

をより一層重視し、「党える理科」から「自ら探究する理科」への転換を図るとともに、

生徒一人一人の能力・適性、興味・関心や進路希望に応じて豊かな科学的素養を養う科目

を設けることを基本方針として、次の四つの観点を重視して改訂された。

（１）知的好奇心や探究心を高める。

（２）自然を探究する能力や態度、問題解決の能力を育成するとともに、科学的な見方・考

え方を養う。

（３）日常生活との関述を並視するとともに、に|然を総合的にみる見方を育てる。

（４）観察、実験を－１Wi重視する。

具体的には、各大項目について、そのねらいをIﾘ1雁に示すこととしている。また、観察、

実験などを通して、科学の方法を習得させ、ＩＨＩ題解決の能力が育成されるよう、「探究活

動」や「課題研究」をそれぞれの科目の内容の一部として位置付けている。

３改訂の内容

（１）目標

理科の目標は、次のとおり示されている。

や探究心を高め、観察、実験などを行い、科学的に探究する能

ともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な自然

自然に対する関心や探究心を高め、観察
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特に、探究的な学習をより一層重視する観点から、従来の理科の、標にはなかった、

｢探究心を高め」という言葉を入れた。

理科の目標は、小学校、中学校理科の目標との関連を図りながら高等学校Hl1科のねら

いを述べたものであり、具体的には、次の四つに要約することができる。

ア目的意識をもって観察、実験などを行うことにより、知的好奇心や探究心を喚起し、

自ら学ぶ意欲を高め、自然を主体的に学習しようとする態度を育てることコ

イ観察、実験を通して探究活動を行い、科学的に自然を調べる方法を身に付けるなど、

探究する能力と態度を育てるとともに、問題解決の能力を養うこと。

ウ自然にかかわる基礎的・基本的な学習を通して、自然の事物・現象にみられる原

理・法則等をEI1解し、自然の仕組みや働きについて分析的かつ総合的に考察する能力

を養い、さらに進んで科学的な自然観を育成すること。

エ多様な自然現象についての客観的な考察を通して合理的な思考力を育成するととも

に、自然と人間とのかかわり、科学技術と人間生活とのかかわりについて理解を深め

ること。

各科目

<理科基礎＞

ア目標

科学と人間生活とのかかわり、自然の探究・解1ﾘ1や科学の発展の過程について、観

察、実験などを通して理解させ、科学に対する興味・関心を高めるとともに、科学的

な見方や考え方を養う。

イ内容の構成と取扱い

「理科基礎」は、「(1)科学の始まり」、「(2)自然の探究と科学の発腰」及び

「(3)科学の課題とこれからの人間生活」の三つの大項目で構成されている．

「(1)科学の始まり」では、人類が２本の足で直立したことにより、手による作業

が可能になって道具を作り、さらに火を使うことによりいろいろな加工技術を開発し、

それらが伝達されて文化が形成されたこと、それとともに、古代における|÷|然現象に

依存する生活の中から自然観が形成され、科学の発達が促されたことを扱う。

「(2)自然の探究と科学の発展」では、アからエまでの４項目からなり、各項目に

おいてそれぞれ(ｱ)又は(ｲ)のどちらかを選択して学習する。「ア物l[Tの成り立ち」の

「(ｱ）原子、分子の探究」では、元素の概念や原子、分子など物質の成り立ちが解明

されてきた過程を扱う。「(ｲ）物質の合成への道」では、元素の組成の組替えによ')、

物質が合成でき利用されるようになったことを扱う。「イ生命を探る」の「(ｱ’細

胞の発見と細胞説」では、細胞説が確立されてきた過程及びそれまでの生物の自然発

生説を否定する考え方が実験によって実証されたことを扱う。「(ｲ１進化の考え方」

では、進化の要因には様々な考え方が提１１間されてきたことを通して、地球上に生活す

る多様な生物が進化の過程を経て現在に至ったことを扱う。「ウエネルギーの考え

方」の「(ｱ）エネルギーの考え方の形成」では、エネルギーという概念がどうして

生まれ、どのようにしてそれが解明されてきたかについて扱う。「(ｲ）TIi気エネルギ

(2) 
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一の利用」では、電池や発電機が発明され、化学エネルギーや力学的エネルギーが電

気エネルギーに変換できるようになり、広く利用されるようになったことを扱う。

｢エ宇宙・地球を探る」の「(ｱ）天動説と地動説」では、宇宙観と地球観の変遷に

ついて扱う。「(ｲ）プレートテクトニクス説の成立」では、プレートテクトニクス説

の成立の過程を扱う。

「(3)科学の課題とこれからの人間生活」では、内容の(2)の学習を踏まえ、生徒の

興味・関心に応じて､現在及び将来の社会における科学に関連した課題を取り上げて、

身近な人間生活とのかかわりなどを探究させ、報告書にまとめさせたり、発表を行わ

せたりする。

《理科総合Ａ＞

ア目標

自然の事物・現象に関する観察、実験などを通して、エネルギーと物質の成り立ち

を中心に、自然の事物・現象について理解させるとともに、人間と自然とのかかわり

について考察させ、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。

イ内容の構成と取扱い

「理科総合Ａ」は、「(1)自然の探究｣、「(2)資源・エネルギーと人間生活｣、

「(3)物質と人間生活」及び「(4)科学技術の進歩と人間生活」の四つの大項目で構

成されている。

「(1)自然の探究」の「ア自然の見方」では、この科目のねらいである自然を総

合的にとらえるための視点として、エネルギーや物質の変化と変換があり、その視点

に立つと様々な現象が統一的に説明できることを学習する。「イ探究の仕方」は、

現行の「総合理科」の「(1)自然の探究」の趣旨を生かしてこの科目に統合したもの

である。ここでは、身の回りの具体的な事例についての観察、実験などを通して、探

究の進め方を体得させる。

「(2)資源・エネルギーと人間生活」の「ア資源の開発と利用」では、人間生活

とかかわりの深い化石燃料、原子力、水力、太陽光などのエネルギー資源や鉱物資源

の開発と利用を扱う。「イいろいろなエネルギー」では、力と仕事の基礎概念を扱

うとともに、仕事と熱、エネルギーの変換と保存などエネルギーに関する基本的な概

念を扱う。

「(3)物質と人間生活」の「ァ物質の構成と変化」では、原子、分子、イオンと

その結合についての基礎を理解させ、物質の状態変化及び化学変化における原子、分

子、イオンの状態をエネルギーと関連させて扱う。「イ物質の利用」では、半導体、

磁性体、金属、セラミックス、プラスチックなど人間生活とかかわりの深い物質の製

造と利用、及び生物のつくる物質の利用や特定の物質を効率よくつくる生物の働きな

どを扱う。

「(4)科学技術の進歩と人間生活」では、（１）から(3)までの学習を踏まえて、物質や

資源の利用、エネルギーの変換や利用など科学技術の利用に関する身近な課題を取り

上げ、科学技術と人間生活とのかかわりなどを探究させ、報告書にまとめさせたり、
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発表を行わせたりする。

なお、(1)については、(2)から(4)までの'1F項と|奥|連を図り、具体的なﾘﾄﾞ例を取り上げ

て扱う。また、(2)から(4)までの中で扱うこともできる。(2)から(4)までについては、各

項目を有機的に関迎付けて自然を総合的にとらえられるようにする。

<理科総合Ｂ＞

ア目標

自然の事物・現象に関する観察、実験などを通して、生物とそれを取り巻く環境を

中心に、自然の事物・現象について理解させるとともに、人間と自然とのかかわりに

ついて考察させ、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。

イ内容の構成と取扱い

「理科総合Ｂ」は、「(1)自然の探究｣、「(2)生命と地球の移り変わり｣、「(3)多様な

生物と自然のつり合い」及び｢(4)人間の活動と地球環境の変化」の四つの大項目で構

成されている。

「(1)自然の探究」の「ア自然の見方」では、自然を多様性と共通性、変化と平

衡などでとらえ、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。「イ探究の仕方」は、

現行の「総合理科」の「(1)自然の探究」の趣旨を生かしてこの科目に統合したもの

である。ここでは、具体的な事例についての観察、実験、野外観察、調査などを通し

て、探究の進め方を体得させる。

「(2)生命と地球の移り変わり」では、生命の星としての地球の変遷をたどり、生

命の出現と生物の変遷は地球環境の変化とかかわっていること及び生物は遺伝という

共通の性質をもち、親の形質を子に伝えていることについて扱う。「ア地球の移り

変わり」では、生命を生み出す条件を備えた地球の特徴及びプレートの助きによる大

山脈の形成など大地の変動を扱う。「イ生物の移り変わり」では、地球上の光合成

生物の誕生から生物が陸上に進出し現在の生物に至るまでの変遷、生物には親から子

へ形質を伝える過伝現象があることを扱う。

「(3)多様な生物と自然のつり合い」では、地球上の様々な自然環境は変化すると

ともにその過程で平衡が保たれ、そこで多様な生物が生活していることを扱う。

「ア地表の姿と大気」では、現在の地球上の陸地、島弧、海洋底などの景観及び地

球規模の熱の移動と熱的平衡について扱い、日本付近の気象とのかかわI)についても

触れる。「イ生物と環境」では、地球には多様な生物が存在していること、生物と

それを取り巻くnW境は種々の生態系としてとらえられること及び生態系における生物

と環境とのかかわりについて扱う。

「(4)人間の活動と地球環境の変化」では、水や大気の汚染、植物の遷秘現象、地球

温暖化など、生物とそれを取り巻く環境に関する身近な課題を取り上げ、人間と地球環

境とのかかわりなどを探究させ、報告書にまとめさせたり、発表を行わせたりする。

なお、(1)については、(2)から(4)までの事項と関連を図I)、具体的な１Ｆ例を取り上げ

て扱う。また、(2)から(4)までの中で扱うこともできる。(2)から(4)までについては、各

項目を有機的に関述付けて自然を総合的にとらえられるようにする。
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<物理Ｉ及び物理Ⅱ＞

アねらい

「物理Ｉ」及び「物理Ⅱ」のねらいは、物理に関する関心や探究心を高め、基本的

な概念や原理・法1111を理解させるとともに、探究の過程を通して、科学の方法を習得

させ、科学的な自然観を育てることである。

イ内容の構成と取扱い

、物理Ｉ

「物理Ｉ」は、「(1)電気｣、「(2)波」及び「(3)運動とエネルギー」の三つの

大項目からなり、日常生活との関連を重視するとともに、物理に親しみをもたせる

ような内容で榊成されている。それぞれの中項目に位置付けられている「探究活動」

では、各項目の学習活動と関連させながら観察、実験を行い、創意ある報告書の作

成や発表を行わせることとしている。

「(1)電気」では、人間生活と電気のかかわりを扱い、電気に関する関心を高め

るとともに、身近なモーターや発電機などを用いてその原理なども扱う。

「(2)波」では、地震波、水波、光、音などいろいろな波の共通の性質を観察、

実験などを通して扱い、波動現象についての基本的な概念や法則も扱う。

「(3)運動とエネルギー」の「ア物体の運動」では、空気抵抗や摩擦などを伴

う日常に起こる物体の運動を中心に運動の基本的な概念や法則を扱い、中学校から

移行統合される「浮力｣、「力の合成と分解」なども扱う。「イエネルギー」では、

エネルギーの変換と保存などを扱い、中学校から移行統合される「比熱｣、「仕事率」

なども扱う。

（ｲ）物理Ⅱ

「物理Ｈ」は、「(1)力と運動｣、「(2)電気と磁気｣、「(3)物質と原子｣、「(4)原

子と原子核」及び｢(5)課題研究」の五つの大項目からなり、(3)及び(4)については、

生徒の興味・関心等に応じていずれかを選択することができるように榊成されてい

る。

「(1)力と運動」では、平面上の運動や円運動、単振動、万有引力による運動な

どを扱い、力と運動に関する概念や原理・法則を系統的に理解させ、応用できるよ

うにする。

「(2)電気と磁気」では、電界と磁界、電磁誘導と電磁波などを扱い、電気や磁

気に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理解させる。

「(3)物質と原子」では、原子、分子などの運動や原子、分子と物質の性質を扱

い、物質の物理的な性質が原子や分子の迎､､によってもたらされることを理解させ

る。

「(4)原子と原子核」では、光や電子の波動性と粒子性、原子核、素粒子などを

扱い、量子的な考えなど基本的な原理・法則を理解させる。

「(5)課題研究」では、「ア特定の物理的事象に関する研究」及び「イ物理

学を発展させた実験に関する研究」の中から一つ以上の適当な課題を設けて適切な

時期に研究を行うものとし、創意ある研究報告書の作成や研究発表を行わせる。
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物理新旧対照表

物理ＩＢ（.Iiii位） 物JlilI⑬lii化）

(1)遡吻

アノJと迦吻
け）力のつり合い
（イ）迎釛の炎し方
（ウ）迎助の法1111
（エ）落体のjIImMI
イ麺勤城
（ア）迩助趾とj｣杭
（イ）巡勁、の保存
ウ述勁に111Ｉする探究活､Ｉ

(2)エネルギー

アカ学的ヱネルギー

（ア）仕lII
（イ〕位iHエネルギーと皿､11エネルギー
（ウ）力学的エネルギーの保仔
イ熱とエネルギー

（ア）熱と拙皮
（イ）ボイル・シャルルの法1111
（ウ）熱とｌｔＩＩ
（エ）エネルギーの変換とｎＷ

ウエネルギーに'11Ｉする探究ihIimlI
(3)波動

ア波の性質
け）横波と縦波
（イ）波の伝わり方
（ウ）波の干渉・lnllIi
イ音波

（ア）音の伝わり方
（イ〕共叫・共振
ウ光波
（ァ〕光の進み方
（イ）光の干渉・Inlllr
⑱）スペクトル

エ波､11にⅢIする探究iiIi肋
(1)晒流と７１t子

ァ電界と晒流

（ア）電界・地位
（イ）電流回蹄
（ウ）電流と１tﾘﾘ
ｲ疋子と原子
（ア）麺子のflnMrと肘１１
（イ）原子
（ウ〕放射能

ウ池流と砿子に'11Iする探究iiInmI

(1)iuh（ 

プ・牝iiliの81$の電気
（ﾌﾞ）、i知と生活
（イ）モーターと発電機
の〕交流と電波

（ｉｆ流と交流、典空放tu）

イluA(に'11Ｉする探究活助
(2)波

７.いろいろな波
イIOrと光
け）行の伝わ')方
（イ）ｌArのｆ渉と共鴫
の）光の伝わり方
（エ〕光のInlIIrと干渉
ウ波にl川する探究活助

(3)迦醐とエネルギー

ア物体の迎助
（７）１１%iに起こる物体の述jMl

（水圧、浮力）̄
 

（イ）迎劫の没し万
（力とばねの伸び、ブ｣の合M(と分解）

(ウ）jUlmllの法1111
（liililとiIrさの迎い）

イエネルギー

（ア）エネルギーの測り方
（Ⅱ:PIiとItjli率）̄
 

（イ）迦!ＩＭＩエネルギーとｌＩｌＬＩｎエネルギー
（水の加熱と熱賦）̄
 

（ウ）蝋と温ljr
Ub蝋）

（エ）勉孤とエネルギー
（111力量）̄
 

（オ）エネルギーの変換と110Vイ
ウ迎助とエネルギーに関する探究iiUi肋

物靭I1U（:111(位）

（１）ノ｣とHluUI

ア物体の迎助

（ﾌﾞ）１Ｌｍｌ:の迎釛
（イ）迷iMljitと力槻

イIUIjumlIと刀有りI力
（ﾌﾞ）'1迦皿11と助i振動
（イ）万ｲI引力による辿勤

(2)tuji(と磁弧
7.7IWPと磁界

（丁）地iiiと地界
（イ）tu流による磁界
イＮｉ礎鵠鄭とNi磁波
（ア）iu磁繊郡
（イ）地磁波

☆(3)物坑と原子
アlIjiYL、分子の通勤

（ﾌﾞ）物髄の三態
（イ）分子のjilUMIと圧力

イlijif、弛子と物iiiの性1㎡
（ア）脈子とfIi子
（イ）Ｍ１体の性硬と勉子

☆(1)111(子と脈7校

う゛ｌＭｉ子の柵逝
け）粒子性と波動性
（イ）ｌｉ(了簡と原子の柵泄
イｌｌｊＩｆ核と索粒子
⑰）IMi子枝
（イ）索粒子と宇宙

（５）INllKlIilf究

う゛１$淀の物理的耶象にIHIする研究
イ物鰹11学を発展させた実験にIlU1･る研究

物理[Ｉ（２Ⅱi位）

(1)迦勤とエネルギー

ア｜Ⅱ遡EIIと万ｲiﾘｕｊ
（ア）等辿円迎助
（ィ）iii振動
（ウ）万有引力

イ父(体分子のIumlI
（ア）分子逝動と圧力
“）内部エネルギー

(2)電気と磁気

了祗流と礁界
（ア）電流による磁界
（イ）磁界が矼流に及ぼすカ
イ電磁誘導とfIi磁波

（ア）溌弾起晒〃
（イ）麺磁波

(3)原子と原子核

ア波動性と粒子性
（ア）電子の波mIIfli
（イ）光の粒子性
イカii子の柵逝
（ア）電子モデル
（イ）原子核の変換
け）索粒子

(1)採題研究

ア特定の物理的ﾘﾄ巣に111Ｉする探究活jMl
イ物理学の歴史的突験例の研究

（－は『１$学校からの秘i7I｣Ｗ;、☆はhiHMilI）

－４５－ 
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<化学Ｉ及び化学Ⅱ〉

アねらい

「化学Ｉ」及び「化学Ⅱ」のねらいは、化学に関する関心や探究心を高め、基本的

な概念や原理・法則を理解させるとともに、探究の過程を通して、科学の方法を習得

させ、科学的な自然観を育てることである。

イ内容の構成と取扱い

（ｱ）化学Ｉ

「化学Ｉ」は、「(1)物質の構成｣、「(2)物質の種類と性質」及び「(3)物質の

変化」の三つの大項目からなり、日常生活との関連を重視するとともに、化学に親

しみをもたせるような内容で構成されている。それぞれの中項目に位置付けられて

いる「探究活動」では、各項目の学習活動と関連させながら観察、実験を行い、創

意ある報告書の作成や発表を行わせることとしている。

「(1)物質の構成」の「ア物質と人間生活」では、物質の扱い方や化学の役割

などを扱い、物質に対する関心を高める。有害な物質については、適切な管理が必

要であることにも触れる。「イ物質の構成粒子」では、原子、分子、イオン、物

質量などを扱う。

「(2)物質の種類と性質」では、無機物質と有機化合物の性質や変化を探究し、

物質に関する基本的な概念や法則を理解させるとともに、それらを日常生活と関連

付けて考察させる。

「(3)物質の変化」では、反応熱、酸と塩基の反応、酸化還元反応などについて

の基本的な概念や法則を理解させ、化学反応をエネルギーの出入りと関連付けて考

察させる。

（ｲ）化学Ⅱ

「化学Ⅱ」は、「(1)物質の構造と化学平衡｣、「(2)生活と物質｣、「(3)生命と

物質」及び「(4)課題研究」の四つの大項目からなり、(2)及び(3)については、生徒

の興味・関心等に応じていずれかを選択することができるように構成されている。

「(1)物質の構造と化学平衡」の「ア物質の構造」では、化学結合や気体の法

則、液体と固体の性質を扱い、化学結合の概念や物質の構造を理解させる。

「イ化学平衡」では、反応速度と化学平衡を扱い、実験などを通して探究させる。

「(2)生活と物質」では、日常生活と関係の深い食品や衣料、プラスチック、金

属、セラミックスなどの性質や反応を扱い、身の回りの物質について科学的な見方

ができるようにする。

「(3)生命と物質」では、生命体を構成する物質、生命を維持する化学反応、医

薬品、肥料などの性質や利用を扱い、化学の成果が日常生活に役立っていることを

認識させる。

「(4)課題研究」では、「ア特定の化学的事象に関する研究」及び「イ化学

を発展させた実験に関する研究」の中から－つ以上の適当な課題を設けて適切な時

期に研究を行うものとし、創意ある研究報告書の作成や研究発表を行わせる。

－４６－ 
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化学新旧対照表

化学ＩＢ（４単位） 化学Ｉ（３１１１位）

(1)物質の構造と状態

ア物質の榊成

け〉物質の構成単位と成分元素

（イ）物質量

イ原子の榊成

け）原子構造のモデル

（イ）元素の周期表

ウ化学結合

け）イオン結合

（イ）共有結合

エ純物質と混合物

け）気体、液体、固体

（イ）気体の分圧

の）溶液

オ物質の構造と状態に関する探究活動

(2)物質の性質

ア無機物質

（ア）単体

（イ）化合物

イ有機化合物

け）炭化水素

（イ）酸素を含む化合物

（ウ）窒素を含む化合物

ウ物質の性質に閲する探究活動

(3)物質の変化

ア酸と塩基の反応

け）酸・塩基

（イ）中和

イ酸化還元反応

け）酸化・還元

（イ）電気分解

（ウ）電池
ウ化学反応と熱

け）反応熱

（イ）熱化学方程式

エ物質の変化に関する探究活動

(1)物質の構成

ア物質と人間生活

（ア）化学とその役割

（イ）物質の探究

イ物質の椛成粒子

け）原子、分子、イオン

（電気分解とイオン）
ゴー六一一六■内一～～､ハハグーーーミハグ、

（イ）物質最

ウ物質の構成にBLIする探究活動

(2)物質の種類と性質

ア無機物質

け）単体

（イ）化合物

イ有機化合物

け）炭化水素

（イ）官能基を含む化合物

ウ物質の種類と性質に関する探究活動

(3)物質の変化

ア化学反応

（ア）反応熱

（イ）酸・塩基、中和

（中和反応の量的関係）

（ウ）酸化と還元

（電池）

イ物質の変化に関する探究活動

化学Ⅱ（３噸位）

（１）物質の構造と化学平衡

ア物質の構造

け）化学結合

（イ）気体の法則

の）液体と固体

イ化学平衡

け）反応速度

（イ）化学平衡

☆(2)生活と物質

ア食品と衣料の化学

け）食品

（イ）衣料

イ材料の化学

け）プラスチック

（イ）金属、セラミックス

☆(3)生命と物質

ア生命の化学

（ア）生命体を構成する物質

（イ）生命を維持する化学反応
イ薬品の化学

（ア）医薬品

（イ）肥料

（４）課題研究

ア特定の化学的蛎象に関する研究

イ化学を発展させた実験に関する研究

化学Ⅱ（２単位）

(1)反応の速さと平衡

ア反応の速さ

け）速い反応と遅い反応

（イ）触媒

イ化学平衡

（ア）可逆反応と化学平衡

（イ）化学平衡の移動

(2)高分子化合物

け〕天然高分子化合物

（イ〕合成高分子化合物
(3)課題研究

ア特定の化学的螂象にllUする探究活０Mリ

イイヒ学の歴史的実験例の研究

(－は中学校からの移行内容、☆は選択項目）

－４７－ 
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<生物Ｉ及び生物Ⅱ＞

アねらい

「生物Ｉ」及び「生物Ｈ」のねらいは、生物に関する関心や探究心を高め、基本的

な概念や原理・法則を理解させるとともに、探究の過程を通して、科学の方法を習得

させ、科学的な自然観を育てることである。

イ内容の構成と取扱い

（ｱ）生物Ｉ

「生物Ｉ」は、「(1)生命の連続性」及び「(2)環境と生物の反応」の二つの大

項目からなり、精選・集約した事項で構成されている。それぞれの中項目に位置付

けられている「探究活動」では、各項目の学習活動と関連させながら観察、実験を

行い、創意ある報告書の作成や発表を行わせることとしている。

「(1)生命の連続性」の「ア細胞」では、細胞は、生物体の機能上及び構造上

の単位となっていること、細胞分裂によって増殖し分化して組織や器官をつくるこ

となどを扱う。「イ生殖と発生」では、減数分裂の仕組み、生殖細胞の形成、受

精及び発生とその仕組みを扱う。「ウ遺伝」では、遺伝の法則と遺伝子の本体が

ＤＮＡであることを扱うが、ＤＮＡの構造については、二重らせん構造に触れる程

度にとどめること。

「(2)環境と生物の反応」の「ア環境と動物の反応」では、体液、ホルモン、

受容器、神経などを扱うが、心臓の構造、生体防御、人の健康との関連にも触れる。

「イ環境と植物の反応」では、光合成と環境との関係や種子の発芽、植物ホルモ

ン、光周性などのほか、水分の吸収や移動も扱う。

（ｲ）生物Ⅱ

「生物Ⅱ」は、「（１）生物現象と物質｣、「(2)生物の分類と進化｣、「(3)生物の

集団」及び「(4)課題研究」の四つの大項目からなり、(2)及び(3)については、生徒

の興味・関心等に応じていずれかを選択することができるように構成されている。

「(1)生物現象と物質」のけタンパク質と生物体の機能」では、酵素、光合

成、呼吸などを扱い、代謝を理解するために必要な最小限の化学の基礎知識にも触

れる。「イ遺伝情報とその発現」では、遺伝情報、タンパク質の合成、形質発現

の調節、形態形成などを扱うが、バイオテクノロジーにも触れる。

「(2)生物の分類と進化」の「ア生物の分類と系統」では、分類の基準や多様

な生物が存在することなどを扱う。「イ生物の進化」では、生命の起源及び進化

の過程の概要、生物の変異、進化の証拠やその要因などを扱う。

「(3)生物の集団」の「ア個体群の構造と維持」では、物質生産と植物の形態

や生活形なども扱う。「イ生物群集と生態系」では、生物群集内の相互作用、植

物群落の遷移、生態分布、食物網、物質循環、環境の保全の意義などを扱う。

「(4)課題研究」では、「ア特定の生物や生物現象に関する研究」及び

「イ自然環境についての調査」の中から－つ以上の適当な課題を設けて適切な時

期に研究を行うものとし、創意ある研究報告書の作成や研究発表を行わせる。

－４８－ 
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生物新旧対照表

生物ｌＢ（４単位） 生物Ｉ（311i位）

(1)生物体の櫛造と機能

ア細胞

け）細胞の櫛造と機能

（イ）細胞の１W殖

位）単細胞生物と多細胞生物

イ代謝

け）生物体内の化学反応と膨素

（イ）同化

の）異化

ウ生物体の櫛造と機能に関する探究活動

(2)生命の迎統性

ア生殖と発生

け）減数分裂と生砿細胞の形成

（イ）生殖と生活環

（ウ）発生とその仕組み

イ遺伝と変異

（ア）遺伝の法則

（イ）遺伝子と染色体

⑯）変異

ウ生命の連続性に関する探究活動

(3)生物と環境

ア生物の反応と調節

（ア）刺激の受容と動物の行動

（イ）内部環境とその恒常性

の）植物の反応と調節

イ生物の集団

（ア）生物の築団とその変動

（イ）生態系と物質循環

（ウ）自然界の平衡と環境の保全

ウ生物と環境に関する探究活動

(1)生命の連続性

ア細胞

（ア）細胞の機能と櫛造

（イ）細胞の増殖と生物体の桝造
イ生殖と発生

け）生殖細胞の形成と受梢

（イ）発生とその仕組み

ウ遺伝

（ア）遺伝の法HU

（遺伝の規則性）

（イ）辿伝子と染色体

エ生命の迎続性に関する探究活動

(2)現境と生物の反応

ア環境と動物の反応

け）体液とその恒常性

（イ）刺激の受容と反応

イ興境と植物の反応

け）植物の生活と環境

（イ）植物の反応と調節

ウ環境と生物の反応に側する探究活釛

生物Ⅱ（３単位）

（１）生物現象と物質

アタンパク質と生物体の機能

け）生物体内の化学反応と酵素

（イ）同化と異化

（ウ）タンパク質の機能

イ遺伝价報とその発現

け）遺伝情報とタンパク質の合成

（イ）形質発現の調節と形態形成

（ウ）バイオテクノロジー

☆(2)生物の分類と進化

ア生物の分類と系統

け）生物の分類

（花の咲かない植物、無脊椎動物）

生物Ｈ（２単位）

|（１）生物現象と分子
Ｉア生物体の機能とタンパク質

|■蕊…
（イ）龍物の系統

イ生物の進化

け）生物界の変遷

（生物の進化）

（イ）進化の仕組み

☆(3)生物の築団

ア個体群の構造と維持

け）個体群の維持と適応

（イ）物質生産と捕物の生活

イ生物群集と生態系

け）生物群樂の維持と変化

（イ〕生態系とその平衡

（１）課題研究

ア特定の生物や生物現象に関する研究

イ自然環境についての調査

－は中学校からの移行内容、☆は選択項Ⅱ）

－４９－ 
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<地学｜及び地学Ⅱ＞

アねらい

「地学Ｉ」及び「地学Ⅱ」のねらいは、地学に関する関心や探究心を高め、基本的

な概念や原理・法則を理解させるとともに、探究の過程を通して、科学の方法を習得

させ、科学的な自然観を育てることである。

イ内容の構成と取扱い

（ｱ）地学Ｉ

「地学Ｉ」は、「(1)地球の構成」及び「(2)大気・海洋と宇宙の構成」の二つ

の大項目からなり、精選・集約した事項で構成されている。それぞれの中項目に位

置付けられている「探究活動」では、各項目の学習活動と関連させながら観察、実

験を行い、創意ある報告書の作成や発表を行わせることとしている。

「(1)地球の構成」の「ァ地球の概観」では、太陽系の惑星の中で地球は唯一

生物が生存できる大気と海洋をもつことなどを扱う。「イ地球の内部」では、地

球内部の構造、地球の内部を構成している物質及びプレート運動、さらにマグマの

生成分化と火山・地震活動をプレートの運動と関連付けて扱う。「ウ地球の歴史」

では、地球の歴史の編さんとその基本となる野外観察の方法を扱う。野外観察につ

いては、地形と露頭の観察を中心に扱う。

「(2)大気・海洋と宇宙の構成」の「ア大気と海洋」では、大気と水が太陽放

射エネルギーを原動力として地球全体を循環していることを扱うが、オゾン層の破

壊やエルニーニョ現象などの地球環境問題も扱う。「イ宇宙の構成」では、太陽

を含む恒星の性質と進化及び銀河系と宇宙の構成を扱う。

（ｲ）地学Ⅱ

「地学Ⅱ」は、「(1)地球の探究｣、「(2)地球表層の探究｣、「(3)宇宙の探究」

及び「(4)課題研究」の四つの大項目からなり、(1)、(2)及び(3)については、生徒の

興味・関心等に応じていずれか二つを選択することができるように構成されてい

る。

「(1)地球の探究」の「アプレートの動きと地殻の変化」では、プレートテク

トニクスを中心に関連する地学的事象を扱うが、プレートの動きの原因についても

触れる。「イ日本列島の変遷」では、日本列島の地学的特徴をプレート運動と関

連付けて扱う。

「(2)地球表層の探究」の「ア地球の観測」では、気象と海洋の最近の観測方

法も扱う。「イ大気と海洋の現象」では、大気と海洋に見られる現象を地球環境

と関連させて扱う。

「(3)宇宙の探究」の「ア天体の観測」では、天体に関する最近の観測方法も

扱う。「イ宇宙の広がり」では、距離測定の研究より得られた宇宙の大構造を扱

う。

「(4)課題研究」では、「ア特定の地学的事象に関する研究」及び「イ自然

環境についての調査」の中から－つ以上の適当な課題を設けて適切な時期に研究を

行うものとし、創意ある研究報告書の作成や研究発表を行わせる。

－５０－ 
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地学新旧対照表

地学ＩＢ（４jii位） 地学１（３Ｄ１１位）

(1)宇宙の中の地球

ア惑星としての地球

け）地球の概観

（イ）地球の迦助

イ太陽と恒星

（ア）太陽の形状と活動

（イ）恒星の放射

｡）恒星の進化

ウ宇宙の中の地球に111Iする探究活mtI

(2)地球の梢成

ア大気と水

け）地球の熱収支

（イ）大気の性質と辿りＵｌ

の）海水と陸水
イ地球の内部

け）地球内部の柵遺

（イ）地殻の柵成物圃
｡）地球内部のエネルギー

ウ地球の櫛成に関する探究活､１１

(3)地球の歴史

ア地質時代の綱年

け）地厨と化石

（イ）岩石の年齢
イ地殻と生物の変週

（ア）地質梢避と地殻変U、

（イ）生物界の変遷

（ウ）大陸と海洋底のmlさ

ウ地球の歴史に111Iする探究活勁

(1)地球の柵成

ア地球の概観

け）太陽系の中の地球
（地球上の生物の生存要因）

<地球の表面の樺子）

(惑星の表面の梯子）

(月の表面の様子）

（外惑星の視迦ＩＭＩ）

（イ）地球の形状と活動

イ地球の内部

（ア）地球の内部概造と構成物闘

（イ）火111と地震
ウ地球の歴史

（ア）野外観察と地形・地蔵
（イ）地鰯の形成と地殻変動

（大地の変化の一部）

｡）化石と地質時代
エ地球の構成にIHIする探究活動

(2)大気・海洋と宇宙の梢成

ア大気と海洋

（ア）大気の熱収支と大気のXLmlI
（日本の天気の特徴）

（イ）海水の皿助
イ宇宙の榊成

（ア）太阻の形状と活動
（イ）恒星の性質と進化
の）銀河系と宇宙

ウ火気･海洋と宇宙の柵成に111Ｉする探究活､1１

地学Ⅱ（２１ii位） 地学Ⅱ（３】|【位）

(1)地球の活助

ア地球の進化

け）原始の地球

（イ）プレートのmIさ
イ地球の現境

（ア）地球に働く力

（イ）高層の大気

ウ日本列島の変通

け）島弧としてのn本列周

（イ）日本列島の地史
(2)宇宙の柵成

ア銀河系

（ア）銀河系の柵造

（イ）銀河系の迦助
イ銀河

（ア）銀河の形状

（イ）宇宙の進化
(3)課題研究

ア特定の地学的ﾘﾄﾞ象に111Ｉする探究活動
イ自然環境についてのINI症

☆(1)地球の探究

アプレートの動きと地殻の変化
（ア）プレートのＩＭＩき
（イ）大地形の形成
イ日本列島の変遷

け）鳳弧としての日本列周
（イ）日本列島の地史

☆(2)地球表層の探究

ア地球の観測

け）Ⅲ力と地磁気
（イ）気象と海洋の観測
イ大気と海洋の現象

け）気象と気候

（イ）海洋の現象
☆(3)宇宙の探究

ア天体の観測

（ア）天体の放射
（イ）天体の撒々な観測
イ宇宙の広がり

け）天体の距離と質趾
（イ）宇宙の構造

（･I）jilHu研究

ア特定の地学的事象に111Iする研究
イ自然現境についての調査

（－はDIO学校からの移行内容、☆は遮択頓IEI）

－５１－ 
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４質疑応答

問ｌ新学習指導要領では中学校の内容の一部が削減され、その分が高等学校の学習

指導要領に移行していると言われているが、その内容はどのようなものか。

中学校からの移行内容とその位置付けは次のとおりである。

７）と仁FZUﾂﾜ加

の豫竪化の－ＰＨｉＨ本の天気０受HIIO

ウ

問２「探究活動」と「課題研究」の特徴や違いはどのようなものか。

これらの特徴や違いについてまとめると次のようになる。

ヨイハプ守預

、

Ｔ１ｕＩｊＬ６Ｄも）ｃ

訂'二宍起｜・問題解決の間

〃］I工１１臆

項目の他の各中項目の学習０

のI+I項目の内軍

洞ntL祭懸［

千同宿導冒TlmIO

H報告書@

なお、探究活動、課題研究については、現行の学習指導要領でも位置付けられている

が、学校での実施状況がまだ不十分であることから、新学習指導要領で一層の充実・徹

底を図ろうとするものである。

－５２－ 

位置付ける科目 中学校からの移行内容

｢理科総合Ａ」「物理Ｉ」 仕事と仕事率、電力量、水の加熱と熱量

｢理科総合Ａ」「化学Ｉ」 電気分解とイオン

｢理科総合Ｂ」「生物Ｉ」 遺伝の規則性

｢理科総合Ｂ」「地学Ｉ」

｢物理Ｉ」 比熱、水圧、浮力、力とばねの伸び、質量と重さの違い、
力の合成と分解、直流と交流、真空放電

｢化学Ｉ」 中和反応の量的関係、電池

｢地学Ｉ」 月の表面の様子、外惑星の視運動

｢理科総合Ｂ」「生物Ⅱ」 生物の進化、花の咲かない植物、無脊椎動物

特徴

｢探究活動」と

｢課題研究」の

|両者に共通

･生徒が主体的に行う活動である。

･探究の方法を身に付ける活動である。

･科学的な思考力、判断力、表現力を身に付ける活動である。

･問題解決の能力を育成する活動である。
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